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 [授業の概要・目的]
　人間は原初より、周囲の自然環境から生活の基盤となる物資を調達してきた。人間が生物である
以上、この基本的な営為が変わることはない。ただし、食料を含む生産物は、単に生物としての生
存維持のためだけに必要なものではない。
　本講義では、生態生態学・文化人類学の成果に着目し、主にオセアニア島嶼部（太平洋熱帯域の
島々）における環境と人間の相互関係を考える。まず、オセアニアの島々に至る先史時代の人類移
動について概説する。そのうえで、実地調査に基づいた今日の研究成果を提示する。多様な自然条
件下における、サゴヤシやイモ類等の生業的食料生産と消費、身体と栄養学的な課題、社会的文脈
における多様な意味づけに焦点を当て、民族誌的な個別事例に基づいて解説していく。
　環境のなかに生きる人間の営為を学ぶことにより、現在私たちのおかれた危機的な状況について
考える手がかりを探りたい。

 [到達目標]
　生態人類学の基本的な概念や方法論を把握したうえで、オセアニア島嶼部における環境の諸特徴
および人々の生活様式を理解する。さらに、環境の中の生産と消費のあり方について理解を深化さ
せることを通じて、人間と環境との関わりについて、自ら分析的に思考する力を養う。

 [授業計画と内容]
下記の各トピックについて、1～2回の授業を行う。授業回数は総括とフィードバックを含め全15回
とする。

　１．生態人類学の射程
　　１-１．環境問題と人新世　
　　１-２．個体群と適応概念
　　　
　２．太平洋島嶼部の人間居住
　　２-１．島嶼世界の自然環境
　　２-２．オセアニアへの人類の移動
　　２-３．リモート・オセアニアへの拡散　
　　２-４．資源搾取と環境劣化　

　３．食物獲得と人間身体
　　３-１．オセアニアにおける生業経済
　　３-２．メラネシアにおけるサゴ澱粉採取
　　３-３．メラネシアにおけるイモ生産
　　３-４．栄養と身体　

　４．環境のなかの人間存在
　　４-１．環境改変と人間
　　４-２．環境難民
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　　４-３．人間の未来と環境

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
　平常点（授業中に課す小レポート30％）と小試験（70％）による。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
梅崎昌裕・風間計博（編） 『オセアニアで学ぶ人類学』（昭和堂　2020年）ISBN:978-4-8122-2005-
4

 [授業外学修（予習・復習）等]
　授業中に提示した、生態人類学に関連する文献を読んで理解を深める。
　受動的に授業を受けるのではなく、自ら思考する姿勢が求められる。

 [その他（オフィスアワー等）]
　講義室に収容可能な人数を上限として、受講者数を制限する。希望者が制限を越えた場合には、
KULASISによりランダムに選抜する。

 [主要授業科目（学部・学科名）]
総合人間学部


